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本校は今年度

140 周年を迎えます！

書籍の発刊と地域・全国への発信
本校では、文科省教科調査官と協力し、今まで３冊の教育実践本を発刊している。平成22年には『授業に

おける「活用」』（東洋館出版社：全177頁），平成24年には『授業における「思考力・判断力・表現力」』（同

：全144頁）。平成２８年度７月には、『共に学ぶ「アクティブ・ラーニングの視点を生かした授業」』

（同：全135頁）である。最新版「共に学ぶ」では、４人の教科調査官（音楽～津田正之氏、国語～水戸部

修治氏、算数～笠井健一氏、外国語～直山木綿子）に、アクティブ・ラーニ

ングの視点から授業改善についてご執筆いただき、本校の１４の教科および

領域にわたる２４の実践事例を載せた実践本となっている。

特色のある取組み
国立教育政策研究所指定事業
（理科及び図画工作科の研究）
本校では平成29年度、３０年度と教育課程研究セン

ターの事業として、理科及び図画工作の２教科の指定を
受けており、教育課程調査官をお迎えして校内研究会を
実施し、研究を進める。３０年２月には中間発表、３１
年２月には研究発表を行い、今後HP等でも発信する予
定である。

公開研究発表会
１０教科２０授業の提案授業を実施。今年度は講演講

師に体育の教科調査官高田彬成先生と元陸上競技選手為
末大さんをお呼びした。今年度も約６００名の参加があ
り、好評を博した。

文科省委託「発達障害の関する理解啓発・専
門性向上事業」の実施
上記事業の「特別支援教育の視点を踏まえた学校経営

構築研究開発事業」部門について、平成２９年度、３０
年度委託を受けた。学校経営スーパーバイザーとの連携
の元、インクルーシブ教育システムの視点に立った学校
経営計画を策定していく。１年度の成果・課題について
は３０年３月頃HPにアップする予定

～学園町三校園の子どもたちを サポートします～

［いつから］ 平成２９年４月１日 開設

［どこに］

子どもさんについてのご相談がある場合は、ぴあルームに直接電話くださるか（26-8373）

学級担任や各校のコーディネーター（幼稚園＝副園長 小中学校＝教頭）にお声がけください。

URL

附属小学校 実習棟2階 （校長室向かい）
※教育相談は面談室でも行います

［利用できる人］ 附属幼稚園 附属小学校 附属中学校の
幼児児童生徒とその保護者

［スタッフ］ 主任は特別支援学校の教員が専任であたり、支援員(1名）
とともに教室・保育室やぴあルームで支援を行います。

・保護者と相談の上、子どもの状況に
応じた支援を行います。
通常の授業・保育における支援
個別の指導・支援 関係機関を
利用しての支援など

・保護者との教育相談を行います
子どもの発達や困り感の悩みだ
けでなく広く子育てについても

・どのような支援が必要なのかを考え
ます
必要に応じて学級担任や大学、関
係機関と連携しながら支援のあり
かたをさぐります

「困り感」に寄り添った支援をめざして

・巡回支援等で子どもたちの困り感を
見取ります
教室での様子の観察 子どもから
の相談

附属学校園
ぴあルーム

弘前大学教育学部

（26-8373）

附属学校園のインクルーシブ教育システム構築
の拠点となる学習支援室が２９年４月に開設！


